
 

 

 

 

 
 

心豊かにふるさとを愛する子を育てたい 
 

校長 三輪 孝行  

 

 先日、宇部高等学校の先生から、嬉しい電話がありました。 

 ある朝、その先生が道路わきの溝を掃除されていた時、登校中の女児が近づいてきて、

『ありがとうございます。』と話しかけてきたそうです。『なぜ、ありがとうなの？』と

その先生が問い返すと、その女児は、『溝がきれいになると、道路を歩いていてもうれし

いので、お礼を言ったのです。』と返事をしたそうです。 

 その先生が『こちらこそ、ありがとうね。』と言うと、女児は、にこっと笑って歩いて

行ったそうです。 

 その先生は、この出来事のおかげで、その日一日をとても元気に過ごすことができたと、

喜んで電話をかけてこられました。 

 

 今、県内すべての小・中・県立学校がコミュニティ・スク－ルとなり、学校の抱える課

題を、保護者や地域の方と一緒になって解決していこうと取り組んでいるところです。 

 本校でも、あいさつや正しく話すこと・聞くこと等を課題の一つと捉えていますので、

このように地域の人とコミュニケ－ションがとれる子どもたちが一人でも増えてくれる

といいなと願っています。 

 

 時々、耳にする言葉が『地域貢献』。 

 地域のために何かをする、地域の行事に参加するということだけが『地域貢献』ではあ

りません。上述のように、子どもたちの日ごろの何気ない会話やあいさつのおかげで、地

域の人が元気づけられるとしたら、こうしたコミュニケ－ションもりっぱな『地域貢献』

ですね。 

 

 本校は、令和４年度が創立１５０周年の節目の年にあたります。 

そして、上宇部小学校創立１５０周年記念事業実行委員会もいよいよ動き出したところで

す。（委員長：中川 宏夫さん） 

 右の方々による 

話し合いを進めな 

がら、これから具 

体的な方向性を決 

めていくこととな 

ります。 

 本校としては、 

子どもたちを中心 

として、ふるさと 

上宇部のよさを改めて発見できるような活動ができないか検討していきたいと思います。 

 また、コロナ禍の折、したいことができないことも当然考えられますが、ふるさと上宇

部にかかわる子どもたちの姿をこれまで以上にたくさん見ることができたらいいなと期

待しています。 
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